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２ 研究の特徴と実際 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の成果 

 

 

 

算数科の授業展開において，問題解決的な学習や独自に工夫した「馬天式先行学習」を行ってきた
が，１単位時間での授業時間の度重なるオーバーや１単元の時数増加，基礎的・基本的な知識及び技
能の定着等の課題があった。そこで，５年の単元の比べてみると(２)において，「教えて考えさせる授
業」を工夫することで基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ることができると考え，本テーマを設
定した。 

(1) 「教えて考えさせる授業」の展開の工夫によっては，基礎的・基本的な知識及び技能の定着に 

  有効である。 

(2) 「教えて考えさせる授業」の展開の工夫は，算数の授業時間を大幅にオーバーさせることなく， 

  単元の配当時数内で，より効率的・効果的に基礎的・基本的な知識及び技能を定着させることに 

  有効である。 

。 

算数科における基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図る指導の工夫 

－ 「教えて考えさせる授業」を取り入れた 1 単位時間における授業展開の工夫を通して － 
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 ＜小学校 算数＞ 

算数科における基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図る指導の工夫 

－ 「教えて考えさせる授業」を取り入れた 1単位時間における授業展開の工夫を通して － 

南城市立馬天小学校教諭  井口 憲治 

  Ⅰ テーマ設定の理由 

 今回の学習指導要領の改訂によって，算数科では，「算数的活動を一層充実させること，基礎的・基本

的な知識・技能の確実な定着，数学的な思考力・表現力の育成，学ぶ意欲を高めること」が重視されて

いる。特に，基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着のために，スパイラルによる教育課程の編成を

打ち出した点が大きな特徴であると言える。さらに，数学的な思考力・表現力の育成においては，算数

的活動を通して，考えを説明したり表現したりする学習活動の充実を図ること，学ぶ意欲を高めるため

に実感的に理解できる活動，スパイラルによる学習によって学習の進歩が感じられるようにすること，

学んだ算数を活用することを意識した算数教育も求められている。 

 ところで，これまでの私の実践で，問題解決的な学習の流れだけでなく，習熟度別を独自に改善した

「馬天式先行学習」，単元末の定着を図る取り組みに力を入れて取り組んできた結果，昨年度は担当した

４・５学年において「算数がわかるようになった」「楽しくなった」と答える児童が 8割を超えるように

なった。また，単元末のテストにおいても平均 85点を超えており成果が出ていると考えられる。 

 しかし，本校の児童の実態について，平成 22年度「全国学力・学習状況調査」の結果からみると，算

数Ａの正答率は，県平均より-5.1 ポイント，全国平均より-10.1 ポイントとなっている。算数Ｂの正答

率は，県平均より+1.1ポイント，全国平均より-3.6ポイントとなっており，習得した知識・技能の活用

を図る力だけでなく，基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着という点が大きな課題となっている。

日々の授業において，この点を意識した改善が必要であると痛感している。 

 今までの授業を振り返ると，多様な考えを追求しすぎ 45分で終わらない授業，単元末において復習の

時間を多く取らなければいけないという点で大きな課題が生じていた。この問題は，学校教育において

知・徳・体のバランスを目指すという点から考えると，算数科の時間が他教科の時間を圧迫していると

いう課題にもつながり改善が必要であると考えている。 

 そこで本研究では，算数の授業において「教えて考えさせる授業」による教師の説明と理解確認，理

解深化課題，自己評価を取り入れた 1 単位時間における授業展開をベースにしながら，それぞれの段階

でより効果的な展開を工夫すれば，基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図ることができると考え，

本研究のテーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究仮説と検証計画 
 １ 研究仮説 

 

 算数の授業展開において「教えて考えさせる授業」の４段階（教師の説明，理解確認，理解深化課

題，自己評価）を取り入れ，各段階でより効果的な展開を工夫すれば，基礎的・基本的な知識及び技

能を定着させていくことができるであろう。 

 

 ２ 検証計画 

 事前調査では，アンケートや準備テストの結果をもとに児童の実態を調査し課題を把握する。  

 次に，テーマとする算数科における基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図る指導の工夫につい

て，視点となる「教えて考えさせる授業」を取り入れた授業展開により課題の解決へ向けて理論研究

や教材研究を進める。 

 検証授業の段階では，「教えて考えさせる授業」の４段階における活動の工夫が，それぞれの段階に

おけるねらいに対して効果的であったかについて検証する。 



 事後調査では，単元末における児童の実態を調査し，事前アンケートとの比較やテスト結果分析を

行い，検証の視点から成果と課題を追求する。 

事

前

調

査 

調査内容：割合の単元の基礎となる知識・技能や算数に対する情意面 

調査方法：アンケート，準備テスト 

調査時期：11月 

調査対象：５年１組，２組 

単元名 「比べ方を考えよう（２）」百分率とグラフ 

検証場面 検証の観点 検証の方法 

検

証

授

業 

①教師の 

  説明 

・ＩＣＴを活用し数直線に「もとにする量」「比べられる量」「割合」「１」

の説明を丁寧に行い，理解確認で類似問題を解き，ペアやグループで

解き方の説明をする活動を取り入れることによって，比較量の求め方

を児童が理解できたか。 
○自作 

 プリント 

○ノート 

○発言 

○ふりかえ 

 りカード 

②理解確認 

③理解深化  

  課題 

・比較量の求め方を工夫して活用するチャレンジ問題を各グループで

取り組ませ，その際，ヒントを活用させたり，解決に差がある問題に

ついてはＩＣＴを用いて提示し児童に説明させたりすることにより，

比較量の求め方についての理解が深まってきたか。 

④自己評価 ・ふりかえりカードに本時を自己評価させることでメタ認知を促し，

比較量が基準量×割合であることを再確認することで，児童自身が自

分の理解状況を把握できたか。 

事

後

調

査 

調査内容：単元末におけるテスト結果の分析，算数に対する情意面の変容 

調査方法：単元末テスト，アンケート 

調査時期：２月 

調査対象：５年１組，２組 

検証の視点 

・「教えて考えさせる授業」の４段階での工夫が，それぞれの段階でのねらいに対して効果的だったか。 

 

Ⅲ 研究内容 
 １ 算数科における基礎的・基本的な知識及び技能とは 

 算数科における基礎的・基本的な知識及び技能とは，小学校学習指導要領解説算数編には，「生活や

学習の基盤となるもの」，「様々な活動の基になるもの」，「これから先の算数の学習において発展させ

ていくための基になるもの」であり，「そうした意味において重要である。」と書かれている。これら

が定着していない状況の中で授業が進められるならば，分からない，課題が解決できないという状況

に陥ってしまうことになるため，定着を図ることが重要であることを意味している。算数は系統的な

教科であり，習得した知識及び技能を生かして次の学習を進めることができる教科の１つである。 

 さらに，小学校学習指導要領解説算数編には，「知識及び技能には，数量や図形にかかわる意味や概

念，原理や法則が含まれるし，数量や図形を式や記号，用語などを用いて簡潔に表現する方法や，い

ろいろな用具を用いて量を測定したり図形を作図したりする方法なども含まれる。」と書かれている。

算数科において知識及び技能といった場合は，上記の内容もしっかり押さえて指導する必要がある。 

  

 ２ 算数科における基礎的・基本的な知識及び技能の「定着を図る指導の工夫」とは 

 基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けることについて小学校学習指導要領解説算数編には，「数

量や図形の意味をとらえ，納得できるようにすることであり，また，生活や学習の場面で目的に応じ

て適切に使っていけるようにすること」とある。その際，「意味を理解し目的に応じて用いることがで

きるように指導することが必要である。」と書かれている。このことを念頭に置いて，授業を進める必

要がある。その様な定着を図る際，気を付けなければならない点がいくつかある。 

 まず，今回の改訂によって算数科の目標では，「算数的活動を通して」という文言が目標のはじめに



位置づけられている。このことから，基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図るためには，算数的

活動を通して目標を実現していくことが重要である。 

 また，文科省の学習指導要領改訂の基本的な考え方に関する Q&Aには，「Ｑ『ゆとり教育』から『詰

め込み教育』へ転換するのですか。」という問いに対し，「『ゆとり』か『詰め込み』かということでは

なく、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着とこれらを活用する力の育成をいわば車の両輪とし

て伸ばしていくことが必要です。」とある。「定着を図る取り組み」と「活用」はセットで捉え，これ

を意識した指導の工夫が必要であると言える。 

 そしてこのＱ＆Ａには，「Ｑ子どもたちの興味・関心を重視している現在の指導方法を変更すること

になりますか。」という問いに対し，「子どもたちの興味・関心を重視することに変更はありませんが、

それとともに、基礎的・基本的な知識・技能をしっかりと身に付けさせる指導をすることが重要です。

子どもたちの自主性を尊重することと、教えることを抑制することは違います。学ぶ意欲を高めなが

ら、教えて考えさせる指導をすることが大切です。」とも書かれている。問題解決のさせ方のさらなる

工夫が求められている算数教育において，教えて考えさせる指導を取り入れる工夫も大切であること

が分かる。その際，学ぶ意欲を高めることに配慮する必要がある。 

 さらに，算数科改訂の基本方針では，数学的な思考力・表現力を育て，学ぶ意欲を高めるようにす

ることも重要なねらいとされている。基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図る際には，これらの

ねらいも達成していく必要があることから，１単位時間における学習内容を理解させ，学んだ知識を

活用する活動をバランスよく取り入れる必要があり，そのような学習活動を繰り返し継続して行う指

導の工夫が重要であると考えられる。 

 さらに，学習内容の定着に関係する研究として岐阜大学カリキュラム開発研究センター研究報告に

よれば，「学習プリントを毎日継続して行った場合の習得率の変化で，誤答に対して簡単な指導を入れ

て毎日行った場合は習得率が４回目までに 90％まで急激に上昇した。これに対し，解説なしのさせっ

ぱなし状態では習得率が 60％までしか伸びなかった。説明ありと説明なしには優位な差が見られる結

果になった。」とある。このことから１単位時間の授業が終わった後も繰り返して定着を図る取り組み

をし，その際，プリントの間違いに簡単な解説を行い，定着状況に応じて適宜指導を行う工夫が必要

である。 

 

 ３ 「教えて考えさせる授業」について 

 東京大学大学院教育学研究科の市川伸一教授が，授業を習得型と探究型に分けて捉えた場合に，習

得型授業の原則論として提唱しているものである。「教えて考えさせる授業」を時間の流れに沿って４

段階で捉え，次のように授業を展開していく。第１段階では，教科書を開けば出ているような基本事

項は教師から共通に教える(以下では，これを教師の説明という)。第２段階では，子ども同士の相互

説明や教え合い・学び合い活動等を通じて理解の確認を図る(以下，理解確認)。そのうえで第３段階

に入るが，その知識を活用した問題解決や討論等を行い理解を深めていく(以下，理解深化課題)。授

業の最後の第４段階で，今日の授業で分かったこと，まだ分からないことを自己評価として記述して

いく（以下，自己評価）。 

 以上のような４段階で「教えて考えさせる授業」は構成されているが，あくまでも原則論であり，

１単位時間にこの４段階のうち２段階までを行い，次の時間に３と４段階を行ってもよいということ

である。 

 この授業展開は，問題解決的な学習を否定するものではなく，より有効な問題解決的な学習を行う

ための１つの手段であり，習得型の授業における原則である。単元や内容，児童の状況によって，当

然他の授業展開方法で行ってもよい。 

 また，「教える場面」と「考えさせる場面」だけを取り入れても「教えて考えさせる授業」にはなら

ない。この授業展開では，第２段階の理解確認と第３段階における協同的な学習や第４段階における

自己評価を取り入れることで「教えて考えさせる授業」になる。 

 さらにこの授業展開では，教科書の活用を重視している。「先に教科書を読まれると困る」という授

業ではなく，「教科書を活用して，教科書をこえる授業」を目指していく。 

 

 ４ 「教えて考えさせる授業」を取り入れた授業展開の各段階でのねらいと工夫 

  (1) 第１段階・「教師の説明」のねらいと工夫 



問題を解決するためになぜそのようするのか，教師が根拠をもとに筋道を立てて分かりやすく説

明し，それを児童が理解し納得できるようにし，有意味受容学習となることをねらう。 

 そのために，教材，教具，操作活動，ＩＣＴ等を効果的に活用し，児童が理解しやすくなるよう

にする。それらを用いて教師が説明するときは，毎時の授業の導入時に今日の授業のポイント（ま

とめ等）が先行オーガナイザーとなることをねらって伝える。ただし，児童には予習によって言葉

をあらかじめ知っている状態で授業にのぞませる。このとき，児童に「どうしてこういう言葉にな

るのか説明できる人」と問うことで，本時のポイントが「生分かり状態」であることに気づかせて

関心を高める。この時，第１回目の理解状況調査を挙手によりきちんと把握していく。その後，そ

の意味するところや概念をはっきりとさせるために，教師がＩＣＴを用いて児童が分かりやすくな

るような説明をしていく。その際，適時子どもたちと対話をしたり，発言や挙手を通じて理解状態

をモニターしたり，理解を促すためにワークシートへの記入をさせることも行っていく。Ｔ１が主

に上記の説明を行っていくが，Ｔ２は授業規律の面で机間巡視を行い授業に集中できるように適時

児童に指導を入れていく。 

以上の工夫によって，この段階でのねらいにせまる。 

 

 (2) 第２段階・「理解確認」のねらいと工夫 

 この段階は，再度問題の解決まで根拠をもとにした考えの筋道を自分自身の思考の中で再構築さ

せることで有意味受容学習を深め，第１段階と合わせてこの段階までに８～９割の児童が理解でき

るようにすることをねらう。思考しないとできない活動であるから「考えさせる」の第１ステップ

とも捉える。 

ここでは，「教科書や教師の説明したことが理解できているか」について各自で類似問題を解き，

それを児童どうしの説明活動や教え合い活動によって，はっきりと理解させるようにする。教え合

い活動では，相手は自由に選んでよいとするが，あらかじめワークシートにのせておいた説明の際

のキーワードを使って説明させるようにする。少しでも多くの児童が自分の説明を聞いてほしいと

いう気持ちを高められるように，友達に説明をした児童は，聞いてもらった人からワークシートの

サイン欄に小さなサインをもらえる活動も取り入れる。 

Ｔ１やＴ２は各グループを回り，説明に困っている児童に声をかけ，手本をみせた後に説明させ

たり，接続語のヒントを与えて説明させたりする。Ｔ１やＴ２も児童にサインをあげることで，児

童の説明に対するやる気を高めるように配慮する。 

次の段階に移る前には代表児童に前に出てきてもらい，みんなの前で説明してもらう活動も取り

入れ，その後に第２回目の理解状況調査を挙手で行う。 

以上の工夫によって，この段階でのねらいにせまる。 

 

 (3) 第３段階・「理解深化課題」のねらいと工夫 

 この段階では，教えられたことを使って考えさせる発展的な課題を用意し，協同的な問題解決を

進めることで，さらに理解を深め活用力を育てることをねらう。「考えさせる」の第２ステップとも

捉える。 

この段階には「理解深化課題」として，いわゆる問題解決的な部分がある。ここでは多くの児童

が誤解していそうな「ゆさぶり」の課題等，教えられたことを使って考えさせる発展的な課題を用

意し，子どもたちに「考えること」や「話し合うこと」を促していく工夫をする。その際，小グル

ープによる協同的な問題解決場面を設定し，参加意識を高め，コミュニケーションを促していく。

各グループには，「ヒントカード」を１枚配ることで，話し合いがより活発になるような手だても取

り入れる。課題の内容は児童にとってハードルが高い内容なので，当然分からないグループが出て

くる可能性がある。授業の経過時間をみながら，授業の後半で分かったグループから代表者に出て

きて説明を行ってもらう。その際，児童がワークシートに書いた説明をデジタル撮影し，ＴＶ画面

に映して説明させることで，分かり易さと時間短縮の両立を図る。 

Ｔ１，Ｔ２ともに各グループを回りながら，第２段階までで分かりづらかった児童に解説したり，

各グループの進度状況や理解状況を把握し，必要に応じてさらにヒントを与えたりするなどの手立

てを行う。 

以上のような工夫によって，この段階でのねらいにせまる。 



  (4) 第４段階・「自己評価」のねらいと工夫 

 この段階では，児童のメタ認知を促し，何が分かり何が分からなかったかをはっきりさせ，個別

指導や次の時間でのさらに分かりやすい説明に生かすことをねらう。「考えさせる」の第３ステップ

とも捉える。 

どんな授業展開を行ったとしても，何かを学ぶときは疑問点やはっきりしなかったことが出てく

るものである。児童のメタ認知を促すために，「授業で分かったこと」「まだよく分からないこと」

を「ふりかえりカード」に記述させる。ふりかえりカードには，自分の言葉を記述させる欄とチェ

ック項目に５点満点とした場合の自己採点を記入する欄をいくつか設け，そこに書かせてから提出

させる。提出されたそのカードに，教師はコメントを入れつつ児童がよく分かっていないことをチ

ェックしていく。そのチェックをもとに，家庭学習の内容や教師が明日の授業をどう展開していく

かを考える際に活用する。さらに，理解が不十分な児童が少数の場合には個別指導をし，多い場合

には次の授業でポイントを絞ってさらに分かり易く説明する。 

以上のような工夫によって，この段階でのねらいにせまる。 

 
Ⅳ 授業実践 
 １ 検証授業の指導 

  (1) 単元名  比べ方を考えよう(2)  百分率とグラフ 

  (2) 単元設定の理由 

① 教材観（省略） 

② 児童観（省略） 

③ 指導観 

 「教えて考えさせる授業」では，「教師の説明」「理解確認」「理解深化」「自己評価」という流

れで構成されているが，目標となる知識や技能を身につけるために「習得型」の授業で展開され

る。これは，「人が学習するとはどういうことか」ということについて探究される認知心理学の理

論を取り入れた授業展開法である。 

この授業展開は，自らの興味・関心に応じて課題を設定し，それを追究する「探究型」の学習へ

とつなげることを意識し，さらに予習，復習といった学習活動へとリンクさせ，学ぶ意欲や学習

スキルも育てていくことを目指している。 

 以上の点を踏まえ，この単元における学習指導の進め方を考えた場合，以下の点を手だとして

取り入れ工夫して指導していきたい。 

 1つ目は，予習についてである。これから学ぶ学習に出てくる基礎となる計算や，次の時間の

まとめと学習内容について自分なりに予習させることで生わかり状態にし，疑問をもって授業に

臨めるように指導する。 

 2つ目は，「教師の説明」である。児童にとっての有意味受容学習となるように，分かりやすく

説明する工夫が必要となる。そのために，ＩＣＴを取り入れ理解しやすくなる様に工夫したい。

教科書の活用だけでなく，アニメーションによる提示，概念モデルによる演示，ポイントやコツ

などの押さえ，対話的な説明を取り入れる等の工夫である。 

 3つ目は，「理解確認」である。「教師の説明」のあと，類題をもとにペアやグループ間で解き

方について説明の時間を設ける。これにより，考えながら説明したり聞いたりすることによって

学んだことの再構築を図り，自分の理解を確認することができると考える。さらに類似問題を解

くことで，よりはっきりと理解できるようにさせていきたい。 

 4つ目は，「理解深化課題」への挑戦の時間である。適用問題や発展問題を取り入れ，学んだこ

とを活用し課題解決に取り組ませる。授業前半で学んだことを適用場面でどのように活用してい

けばよいのかについて思考を深めたり広げたりしながら理解の促進を図るだけでなく，それをペ

アーやグループでの協同的な学習場面の中に取り入れることによって，コミュニケーション能力

の育成も図っていきたい。その際のグループ編成においては，各グループの学びが充実するよう

に振り返りカードや授業中の様子などをもとに，意図的に適時行っていきたい。 

 5つ目は，「自己評価」である。分かったことやまだよく分からないこと等を「ふりかえりカー

ド」に記入させることにより自分の理解度を振り返らせ，その後の指導に生かしていく。まだよ

く分からない児童には朝の自習時間や放課後等に個別指導をし，分からない児童数が多い場合に



は，次の授業時間の導入で再度説明するなどの工夫をしていきたい。 

 6つ目は，「家庭学習での復習」である。今日学んだことを家庭学習につなげ，学んだことの定

着を図らせたい。 

 以上の手立てによって，思考力や表現力を育み，学ぶ意欲を高めながら，基礎的・基本的な事

項の定着を図る学習へと改善していきたい。 

 

  (3) 単元の指導目標 

   ① 単元の目標 

○割合，百分率，（歩合）などの意味を知り，それらを帯グラフ，円グラフに表したり，用いたり 

 する。 

○２つの数量の関係を，もとにする量を１とみたとき，比べられる量がどれだけにあたるか割合  

 を考える。 

○もとにする量，比べられる量，割合の関係をとらえ，活用する。 

   ② 観点別評価基準 

観点 評価規準 

関心・意欲・

態度 

○割合，百分率，（歩合）などの意味を知り，それらを帯グラフ，円グラフに 

 表したり，用いたりしようとしている。 

○もとにする量，比べられる量，割合の関係をとらえ，活用しようとしている。 

数学的な考え ○２つの数量の関係を，もとにする量を１とみたとき，比べられる量がどれだ 

 けにあたるか割合を考えている。 

技 能 ○割合，百分率，（歩合）を帯グラフ，円グラフに表したり，用いたりする。 

○２つの数量の関係を，もとにする量を１とみたとき，比べられる量がどれだ 

 けにあたるか割合を求められる。 

○もとにする量，比べられる量，割合の関係をとらえ，活用する 

知識・理解 ○割合，百分率，（歩合）などの意味を理解している。 

○もとにする量，比べられる量，割合の関係を理解している。 

  

   (4) 指導計画と評価計画 

次 時 学習計画 評価規準 (評価方法) Ａ 十分満足できる Ｃ努力を要する子への指導の手だて 

1 

割

合

と

百

分

率 

1 

・ 

2 

・ 

3 

・比べ方を

考える。 

・割合の意

味を知る。 

・割合を求

める。 

【関】数量を比べるときに，差で

は妥当性を欠くことに気付き，倍

の見方を用いて比べようとしてい

る。 (発言・自作ワークシート) 

【考】数量を比べるときに，全体

を１とみて部分の大きさを表して

比べる方法を考え，説明できる。 

(発言・自作ワークシート) 

・数量を比べるときに，差では

妥当性を欠くことに気付き，倍

の見方を用いて意欲的に比べ

ようとしている 

・数量を比べるときに，全体を

１とみて部分の量を表し，比べ

る方法を意欲的に考えている。 

・今までいろいろな比較をする

のに，倍や単位量あたりの大き

さを数で表してきたことを想起

させる。 

・プリントに書いた数直線を活

用し，友達のアドバイスをもら

いながら，自分なりの言葉で話

すようにさせる。 

4 ・百分率や

歩合の意味

を知る。 

【関】百分率を用いると，割合を

整数で表すことができ，分かりや

すくなるよさに気づいている。 

【技】割合を百分率で表したり，

百分率で表された割合を小数で表

したりすることができる。 

【知】百分率や歩合による割合の

表し方を理解している。 

(発言・自作ワークシート) 

・資料から割合を意欲的に求

め，その合計が１００になるこ

とを理解し，数値の処理の仕方

がわかる。 

・百分率の意味・求め方を個別

指導する。 



2 

百

分

率

の

問

題 

5 

 

本 

時 

・比べられ

る量を，も

とにする量

と割合から

求める。 

【本時】 

【技】基準量と割合から比較量を

求めることができる。 

(発言・自作ワークシート) 

・比較量を求めるときに数直線

を使って立式し，基準量×割合

で正確に求めることができる。 

・数直線を使って，それぞれの

量の意味理解をさせてから，計

算で比較量をもとめるようにさ

せる。 

6 

 

 

・もとにす

る量を，比

べられる量

と割合から

求める。 

【技】数直線を使って立式し，比

較量と割合から基準量を求めるこ

とができる。 

(発言・自作ワークシート) 

・基準量を求めるときに数直線

を使って立式し，比較量÷割合

で正確に求めることができる。 

・数直線を使って，それぞれの

量の意味理解をさせてから，計

算で基準量をもとめるようにさ

せる。 

7 ・和や差を

含んだ場合

において，

もとにする

量を，比べ

られる量と

割合から求

める。 

【考】割合の場面で，ひかれる金

額や割合に着目して解決の仕方を

考え，説明できる。 

【知】割合の和や差を含んだ場合

の，比較量や基準量の求め方を理

解している。 

(発言・自作ワークシート) 

・和や差を含んだ場合において

基準量を求めるために数直線

を使って立式し，正確に求める

ことができる。 

・数直線を用いて，値引き分を

どのように求めるのかを助言す

る。 

8 ・百分率を

適用した計

算 が で き

る。 

【関】学習内容を適用して，問題

を解決することができる。 

(発言・自作ワークシート) 

・学習内容を適用して，進んで

問題を解決することができる。 

・もとにする量，比べられる量

の関係を数直線に当てはめて考

えさせる 

 

3 

割

合

を

表

す

グ

ラ

フ 

9 ・帯グラフ

や円グラフ

の読み方と

特 徴 を 知

る。 

 

【知】帯グラフや円グラフの読み

方や特徴を理解している。 

(発言・自作ワークシート) 

【関】帯グラフや円グラフは，全

体に対する部分の割合が視覚的に

とらえやすいというよさに気づ

き，資料の特徴や傾向をとらえよ

うとする。 

(発言・自作ワークシート) 

・帯グラフや円グラフを読み，

その特徴が分かる。 

・帯グラフや円グラフは，全体

に対する部分の割合が視覚的

にとらえやすいというよさに

気づき，資料の特徴や傾向を意

欲的にとらえようとする。 

・図を使って比較させ，帯グラ

フと円グラフのよさに気づかせ

る 

 

10 ・帯グラフ

や円グラフ

のかき方を

知る。 

【技】帯グラフや円グラフをかく

ことができる。 

(発言・自作ワークシート) 

・帯グラフや円グラフを正確に

かくことができる。 

・「帯グラフ，円グラフのかき方」

を書き方のルールを確認しなが

ら書かせる。 

11 ・グラフから，

割合や絶対量

を読み取り，

問題を解決す

る。 

【考】割合の多少と絶対量の多少

は一致しないことに気づき，その

理由を説明できる。 

(発言・自作ワークシート) 

・割合の多少と絶対量の多少は

一致しないことに気づき，その

理由を進んで説明している。 

・割合と絶対量の違いを数値に

出して確認し，言葉で丁寧に確

認していく。 

 12 

・ 

13 

・しあげの

問 題 を す

る。 

【知】【技】基本的な学習内容を身

に付けている。 

(ノート，プリント)  

・既習事項の学習内容がわか

り，正確に求めることができ

る。 

・個別指導する。 



  (5) 本時の学習 

   ① ねらい 

    【技】 比較量は，基準量×割合で求めることができる。 

   ② 授業仮説 

    ア 教師の説明では，ＩＣＴを活用して数直線に「もとする量」「比べられる量」「割合」「１」の

場所を説明し，理解確認では，類似問題を解き，ペアーやグループで解き方を説明する活動を

取り入れることによって，比較量の求め方と数直線の関係について８～９割程度の児童に理解

させることができるであろう。 

  イ 理解深化課題では，比較量の求め方を工夫して活用するチャレンジ問題を各グループで取り

組ませ，その際，ヒントを活用させたり，解決に差がある問題をＩＣＴを用いて提示し児童に

説明させたりすることにより，比較量の求め方についての理解が深まってくるであろう。 

  ウ 自己評価では，ふりかえりカードに自己評価させることでメタ認知を促し，比較量が基準量

×割合であることを再確認することで，児童自身が自分の理解状況を把握できるであろう。 

   ③ 準備 

  デジタルＴＶ，ＰＣ，スマートフォン，数直線図，自作プリント，掲示物，ヒント，電卓 

   ④ 展開 (第５時／13)  

 学習活動 ● 教師の各段階ごとのねらい  〇教師の支援・留意点   

★説明、場の設定  ◆本時の評価(評価方法) 

検

証 

教

師

の

説

明

15

分 

1.知っておこうを確認する。 

もとにする量×割合＝比べられる量 ％は，小数にもどしてから式で使う。  

・ワークシートに記入する。 

・どの程度の理解状況なのかの意思表示をする。 

 

2.なぜ，比べられる量は，もとにする量に割合をかける

のか，％は小数にもどしてから式で使うのかについて

教師の説明を聞く。 

・ワークシートに記入する。 

 

〇知っておこうについて，黒板に掲示する。 

◆予習状況と自信度評価を行い，どの程度の理解状況なのかを簡単

に確認し黒板の片隅に記入する。 

 

 

●児童のなまわかり状態を，より明確な理解へと導く。 

★比較量の求め方を，ＩＣＴを活用し，対話や確認等も取り入れな

がら分かりやすく説明できるように工夫する。 

〇T2は，学習規律に関する机間指導をする。 

 

■

授

業

仮

説 

  

ア 

理

解

確

認 

10 

分 

4.説明しよう 

・求め方を「使ってほしい言葉」に気をつけながら，友

達に説明をしたり聞いたりする。 

 

 

 

 

 

・必要に応じて教師の説明の仕方の演示を聞く。 

・自分の理解状況について，第 2回目の意思表示をする。 

●児童の理解をさらに明確にさせ，8～9 割の児童がわかる状態ま

で導く。 

〇必要に応じて説明を簡潔に演示する。 

〇児童に説明させることで，学んだことの再構築を促し，理解を明

確にさせるようにする。 

〇まだ理解できていない児童には，友達の説明を聞くように促した

り，教師が児童の説明を個別に聞いたりする。 

〇児童どうしで解決できない場合は，問題の解き方や説明の仕方を

教師がアドバイスする。 

◆第 2回目の自信度評価を行い，理解状況を簡単に把握し，理解が

不十分な児童には理解深化課題でＴ２が個別に対応するなど配

慮する。 

 

右のジュースは，全部で５００mＬです。このうち，

果じゅうが３０％含まれています。右のジュースに

入っている果じゅうは，何mＬですか。 

めあて  もとにする量と割合から，（比べられる量）を求めることができる。 



 

  (6) 本時の仮説の検証 

 本時の授業について，本時の３つの仮説の視点から考察する。以下の表は，その視点で結果を数

値化し記入したものである。 

場面 視点 
評 価 基 準 

検証方法 
Ａ 十分満足できる Ｂ 概ね満足できる Ｃ 努力を要する 

教師の説

明・理解 

確認 

比較量の求め方

と数直線の関係

が分かったか。 

友達に説明できるくらい

分かる。 

比較量の求め方と数直線の

関係が分かっている。 

あまり分からない。 ・発言，観察 

・ワークシート 

・ふりかえりカード 
53％ (12人) 43％ (10人) 4％ (1人) 

理解 

深化 

課題 

比較量の求め方

についての理解

を深めることが

できたか 

よく理解できた だいたい理解できた あまり理解できなかった ・発言，観察 

・ワークシート 

・ふりかえりカード 65％ (15人) 22％ (5人) 13％ (3人) 

自己評

価 

自分の理解状況

をふりかえるこ

とができたか。 

自分の理解状況が書けて

いる 

自分の理解状況がだいたい

書けている 

書かれていない ・発言，観察 

・ふりかえりカード 

87％ (19人) 13％ (３人) ０％ (0人) 

   

 

 

③ 

理

解

深

化

課

題 

15 

分 

友達といっしょにチャレンジ問題に挑戦しよう 

５．グループでチャレンジ問題を進めていく。 

・全国学力調査 H20年の問題に挑戦する。 

 

・割合が１を超える問題に挑戦する。 

 

・情報過多の問題に挑戦する。 

 

 

 

   

6.早めに終わったグループは，自分の力でやってみように挑戦する。 

 

●比較量の求め方をどのように活用したらよいのかについて児童

に考えさせ，適用方法についての理解を深めさせる。 

 

★意図的に構成されたグループに座らせる，協同してチャレンジ問

題に取り組ませる。 

 

〇数直線に数値を記入させ，立式するようにさせる。 

〇グループでアイディアが浮かばないときは，他のグループにアイ

ディアを聞きに行くか，先生から渡されたヒントカードを活用す

るようにさせる。 

〇全部できなくても１０分前には終わり，特に解決に差がある問い

についてのみ，できたグループに解決方法を説明させる。(他の

問題の解答については，宿題で点検するようにさせる) 

〇問題が早めに終わったグループは，自分の力でやってみよう問題

に取り組ませ，できなかった部分については宿題とする。 

 

◆基準量と割合を数直線に表すことで比較量の求め方が分かり，比

較量を求めることができる。【技】(ワークシート，発言，観察) 

■

授

業

仮

説

イ 

 

自己

評価 

5分 

ふりかえろう！ 

7.ふりかえりカードにまとめと 

大事だと思うことに書く。 

8.今日の感想を発表する。 

 

 

●児童にメタ認知を促し，比較量の求め方についての再確認と自分

の理解状況をふりかえらせること。 

〇児童の感想でよい点を認めてほめる。 

■授

業仮

説ウ 

定員が 70人のバスに，定員の 120%の人が乗っていま

す。このバスに乗っている人は何人ですか？ 

ある会場に小学生が集まりました。集まった小学生 100人

のうち 40％が女子でした。女子の人数は，何人ですか 

ある車の旧型モデルは，45Ｌのガソリンで 1395 ㎞走ることができます。新型モデル

は，1395㎞を，旧型モデルの 89%の量のガソリンで走ることができるようになりまし

た。新型モデルが 1395 ㎞走るのに必要なガソリンは何Ｌですか。 
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     ① 授業仮説アについて 

 比較量の求め方について，その求め方を数直線との関係から理解できることをねらった。 

 その点について，Ｔ１は，まず本時のポイントである教科書のまとめ「比べられる量＝もとに

する量×割合」「％は小数にもどしてから使う」に触れ，それを先行オーガナイザーとした上で，

有意味受容学習となるようにするためにＩＣＴを活用して「基準量」「比較量」「割合」「１」の位

置関係についての説明や，なぜ％は小数に戻すのかについてと計算の仕方の説明を行った。その

際，対話やワークシートへの記入を適宜取り入れた。Ｔ２は学習規律を徹底させるために机間指

導を行った。また，説明後に理解できたかどうかの確認の為に，類似問題を解かせるだけでなく，

比較量の求め方についての再構築をねらい，児童どうしでの説明活動を行わせた。誰に説明する

かは自由とし，説明をしてもらった児童はサインをもらうというチェック機能も取り入れた。Ｔ

１，Ｔ２ともに児童の活動に対して肯定的な声かけをしながら，説明できない児童に対しては手

本を聞かせた後に説明させる手立てを行った。自信をもって説明できる児童には，みんなの前で

説明してもらった。これらの工夫により，理解できたと答えた児童が 96％になった。その中には，

自信をもって説明できるほどよく理解できたと答えた児童は，半数を超えていた。これらのこと

から，以上の様々な工夫は効果的だったといえる。 

 

   ② 授業仮説イについて 

 比較量の求め方について，それをどのように活用していったらよいのかについて考えさせる課

題を準備して各自に配り，その問題を各グループに協同的な問題解決で挑戦させることにより理

解を深めさせることをねらった。活用力を育てるためである。問題内容は，全国学力学習状況調

査の過去問H20から割合を求める問題をピックアップし，教科書の適用問題である割合が 1を超

える問題と情報過多の問題に取り組ませた。ヒントカードを各グループに１枚ずつ配り，話し合

いが自然に生まれるような配慮をした。また，Ｔ１，Ｔ２ともにグループを周り，肯定的な声掛

けをしたり，ヒントに付け足しを行ったり，理解が不十分と思われる児童に対話的な解説を行っ

たりなどの手立てを行った。これらの工夫により，活用をねらった問題においても理解できたと

答えた児童が 87％に達し，これらの工夫は効果的であったといえる。 

 

③ 授業仮説ウについて 

 比較量の求め方について，授業の終わりに今一度ふりかえり，何が理解できて何が理解できな

かったのかメタ認知させ，自分の理解状況をふりかえりカードに書かせた。授業を受けたすべて

の児童が自分の理解状況を概ね書くことができていた。まだよく理解できていないこと(何が基準

量で比較量なのか，見分け方のコツ等)について記入した児童が少数であったため，朝の会や休み

時間での個別指導で対応することができた。よって，これらの工夫は効果的であったといえる。 

 

    以上は検証授業での理解状況について，児童の発言やふりかえりカード，ワークシートをもとに 

   まとめたが，定着状況については結果と考察で述べる。 

    

Ⅴ 研究の結果と考察 
１ 教師の説明・理解確認の段階 

   (1) ＩＣＴを活用した教師の説明について  

  この点について，ワークシート及びアンケート結果から考察する。 

  この段階では，先行オーガナイザーとして本時のポイントを伝えた後，ワークシートへの記入や対  

 話を取り入れながらＩＣＴを活用して教師の説明を行った。 

   り図 1を見ると，９割以上の児童が分かりやすいと

答えており，ＩＣＴを活用した説明は児童に理解さ

せたい場面にかなり効果的であるといえる。ＩＣＴ

への関心の高さが要因ではないかと考えられる。 

 

 

図 1 ＩＣＴを活用した教師の説明は？ 
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   (2) 説明を書くことについて  

 教師の説明を聞いた後，ワークシートに書かれている類似問題の解き方について，その説明を書

く活動を取り入れた。ただしこの設問については，事前調査で楽しいと答えた児童が１割未満だっ

たため，この単元においては立式の根拠となる数直線を完成させることに限定して書く量を減らし

て抵抗感を和らげ，口頭での説明を多くする配慮をしたことを補足しておく。 

 図 2を見ると，楽しいと答えた児童が８割程度まで

増え，楽しくないと答えた児童が減ったことが分かる。

以上のような配慮は，説明を書く楽しさを味わいやす

くことに効果的であるといえるが，書く量が減り負担

感が軽減したことと，立式の根拠が分かりやすく納得 

                     感を味わえることが大きな要因ではないかと考えら

れる。ただし，一時的な措置であるため，児童の意識調査に気を配りながら，今後徐々に説明を書

く量を増やしていく必要があるだろう。 

 

   (3) 自分の考えを説明することについて  

 友達に説明することについては，事前調査で楽しいと答えた児童が１割弱であった。そのため，

ワークシートに説明の際に使って欲しいキーワードを載せておき，それをもとに説明させる配慮を

した。「ＩＣＴを活用した教師の説明」を参考にしながら，類似問題においてなぜそのような答えを

出したのかについて筋道を立てて説明させた。説明する相手は自由とし，その説明を聞いた人は説

明してくれた人にサインする，説明がどうしてもできない児童にはＴ１やＴ２が説明の手本を見せ

たあとに説明させる，接続語やキーワードのつなげ方のヒントを与える等の手立てを行った。 

  図 3 を見ると，楽しいと答えた児童が６割を超え，

楽しくないと答えた児童が減ったことが分かる。はっ

きりと理解できる児童が多いため，以上のような手立

てが効果的になったと考えられる。ただ，「説明するこ

と自体が楽しくない」という思い込みの強い児童がい

たため，説明することの楽しさを味わわせる工夫と継

続が必要であると考えられる。 

 

   (4) 友達の説明を聞くことについて  

  り図 4を見ると，楽しいと答えた児童はやや改善して

きたものの，楽しくないという児童も増えてしまった

ことが分かる。このことから，自分の説明をする方が

楽しくて，聞くのは楽しくないという気持ちを生じさ

せてしまったことが分かる。説明に対して自信が付い

た結果とも考えられるが，友達の説明と自分の説明が

似ていてつまらなかったことも考えられる。今後は，

友達の説明を聞く時間が楽しくなるような工夫が必要

である。 

 

  ２ 理解深化課題の段階 

   (1) 答えの出し方を考えることについて  

 まず，児童にとってハードルが高いと思われる問題

を考えることについてみてみたい。図 5を見ると，楽

しいと答えた児童が７割近くまで増えたことが分かる。

楽しくないと答えた児童は，２人増えてしまったもの

の，考える楽しさを味わわせるという点で効果的であ

ったことが分かる。ヒントも与えたことで児童からは 

図 2 説明を書くことは？ 

図 3 自分の考えを友達に説明することは？ 

図 4 友達の説明を聞くことは？ 

図 5 答えの出し方を考えることは？ 
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「すっきりした」「よくわかった」とふりかえりカードに答えていた児童が多かった。小グループで

の学習についても「友達と難しい問題に挑戦して分かるようになった」などの声が多く見られた。

考えることのワクワク感を味わわせるための手立てとして，活用問題を工夫することと，小グルー

プでの協同的な問題解決学習は効果的であると考えられる。ただしごく少数ではあるが，グループ

での構成メンバーと気が合わなかった場合は逆効果も見られたので，グループ編制への配慮が必要

である。 

 

   (2) 答えが出せたときについて  

  図 6を見ると，楽しいと答えた児童が７割以上にな

り，楽しくないと答えた児童は１人減った。このこと

から理解深化課題の工夫は効果的であったことが分か

る。児童に楽しく思考力を高めさせたいときに小グル

ープで活用問題を解くことやヒントカードを与えるこ 

とは有効な手立てといえるだろう。 

 

   (3) みんなに自分の考えを伝えることついて  

 この点については，事前ではみんなの前で伝えることを意味していたが，事後ではグループのみ

んなに伝えることを意味している違いがあることを補足しておく。 

                        け図 7を見ると，楽しいと答えた児童が７割以上に増

え，楽しくないと答えた児童もかなり減ったことが分

かる。小グループでは友達に伝えることが楽しくなり，

発表の楽しさを味わわせることができるという点で効

果的である。今後は徐々にみんなの前での発表を多く

し，発表を楽しめるように工夫していく必要がある。 

 

 ３ 自己評価の段階 

   (1) まとめをしてふりかえることついて  

              図 8を見ると，分かりやすいと答えた児童が約７割

まで増え，分かりにくいと答えた児童が２人減った。

このことから，ふりかえりカードの活用は効果的であ

ったと考えられる。「よく分かったこと」「まだよく分

からないこと」「今日の授業の反省を５点満点で自己採

点させること」を記入させることで児童のメタ認知を 

促すことができたからであろう。 

 

   (2) 個別指導をすることついて  

 ふりかえりカードに書かれてあった「まだよく分からないこと」については，授業後の個別指導

に生かしたり，次の授業でより分かりやすい説明をしたりする等の手立てを行った。 

                      り図 9を見ると，楽しいと答えた児童が若干増えたも

のの，楽しくないと答えた児童も増えてしまった。児

童からは，「放課後に残るのはいやだ」「分かるから大

丈夫」といった声が聞かれた。理解している児童が多

かったので，個別指導がしやすくなったという教師側

のメリットがあったが，児童の気持ちへの配慮も必要

である。 

図 6 答えが出せた時は？ 

図 7みんなに自分の考えを伝えることは？ 

図 8 まとめをしてふりかえると？ 

図 9 個別指導をすることは？ 



  ４ 基礎的・基本的な知識及び技能の定着について 

 最後に「教えて考えさせる授業」の展開によって有意味受容学習を行った結果，基礎的・基本的な

知識・技能を定着させることができたのだろうか。単元末のテストを分析し，定着状況について考察

する。 

   (1) 知識について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   まず図 10を見ると，知識の定着状況についてはすべての項目において９０％を超えている。「教え

て考えさせる授業」がかなり効果的であったことが分かる。無答はいなかった。意味理解をしっかり

させることで，知識の定着を図ることができたと考えられる。 

 

   (2) 技能について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 11 を見ると，技能の定着状況については，計算で百分率を求める問いについては９０％を超え

ている。グラフを完成させることについては，８０％を超えている。技能の定着についても「教えて

考えさせる授業」が効果的であったことが分かる。グラフの誤答が若干目立ったのは，目盛りの数え

間違えのためである。無答は見られなかった。意味理解をしっかりさせることで，技能の定着も図る

ことができたと考えられる。 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

文章中のもとにする量が分かる 

文章中の比べられる量が分かる 

割合の求め方の式をことばで書ける 

0.65を百分率で表すことができる 

1.7を百分率で表すことができる 

52%を小数で表すことができる 

9%を小数で表すことができる 

帯グラフで，0を起点とした30%が分かる 

帯グラフで，中にある25%が分かる 

帯グラフ中の部分と部分が約何倍かわかる 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

表の数値から，24%を計算で求めることができる 

表の数値から，18%を計算で求めることができる 

表の数値から，12%を計算で求めることができる 

求めた％を使って帯グラフを完成させることができる 

求めた％を使って円グラフを完成させることができる 

図 11 技能 正答率 

図 10 知識 正答率 
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   (3) 思考力について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 12を見ると，思考力を問う問題で割合や比較量を求めるものは正答率がほぼ９割となった。基

準量を計算で求めることや〇〇％引きの問題では，８割台の正答率となった。 

   誤答例としては，数直線上に数値を書く際のミスにより立式を間違えてしまい，そのために解ま

で間違えてしまった。基準量を求める問題では，小数のわりざんの計算ミスがやや見られた。〇〇％

引きの問題では，〇〇％を求める立式だけを書き，その後の計算をしていない等である。 

   このような誤答が見られたものの，思考力を問う問題においても一定の成果が見られる。よって，

「教えて考えさせる授業」は，単元で育てたい思考力を高めることにも効果的であるといえる。 

 

  ５ 学ぶ意欲に関するその他の変容について 

   (1) 算数の時間について  

 図 13 を見ると，算数の時間が来ることが楽しみに

なったと答えた児童が半数まで増え改善が見られる。

しかし，楽しみでないと答えた児童の数は同じままで

ある。この単元は，理解しながら学ばなければならな

いことと，小数の掛け算，割り算，グラフを書く細か

い作業等，児童が負担を感じる内容のものが多い。そ

れを払拭させるようなさらに楽しい授業の工夫が必要

である。 

 

   (2) グラフを書くことについて 

 図 14 を見ると，グラフを書くことが楽しいと答え

た児童がやや増えた。楽しくないと答えた児童が 1人

減った。児童からグラフを書くことが「面倒くさい」

という声が聞こえたので，グラフを大きくして目盛を

数えやすくするか，関心が高いものをグラフに表す等

の工夫が必要であると考えられる。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

割合を求める文章題から，割合(小数)を求めることができる 

求めた割合（小数）を百分率で表すことができる 

比較量を求める文章題で，百分率を小数で表すことができる 

比較量を求める文章題で，小数を用いて立式ができる 

比較量を求める文章題から，比較量を求めることができる 

基準量を求める文章題から，小数を用いて正しく立式できる 

基準量を求める文章題から，基準量を求めることができる 

〇〇％引きの文章題で，小数を用いて正しく立式ができる 

〇〇％引きの文章題から，比較量を求めることができる 

図 13 算数の時間は？ 

図 14 グラフを書くことは？ 

図 12 思考力 正答率 
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   (3) 計算をすることについて 

 この単元は，児童が苦手な小数の割り算や掛け算が出てくる単元である。事前テストにおいても 

計算の正答率が 4 割程度となっていて，授業の進度に支障があると考えていた。計算については，

朝の会や休み時間等を使って個別指導での対応と授業の中でＩＣＴを使って簡単な説明を行った。 

 図 15 を見ると，楽しいと答えた児童が増え，楽し

くないと答えた児童が減っている。計算に対する意欲

を増すことに効果的であったことが分かる。計算の仕

方が分かると自分で問題に挑戦する姿勢が多くの児童

に見られたことから，計算はきちんとできるようにな

るまで手立てを行うことの大事さを改めて感じさせら 

 れた。 

 

 

   (4) 練習問題をすることについて 

 図 16 を見ると，楽しいと答えた児童がかなり増え

て 7割を超え，楽しくないと答えた児童が 3人減った。 

計算ができるようになって，やや難しい問題を解くこ

とや自分の力を試すことが楽しくなったようである。

計算問題をするよりも楽しいと答えた児童が増えた点

に留意する必要があるだろう。楽しくないと答えてい  

りた児童は，計算問題も楽しくないと答えていた。理由

りは，面倒くさいという意見がやや多かった。 

 

 

   (5) 算数を生活で使っているかについて 

 図 17 を見ると，使っていると答えた児童が 8 割を

超えた。この単元の内容が，生活の中ですぐに使える

内容であることが大きな要因であると考えられる。使

っていないと答えた児童が固定している点が気になる

が，算数が生活の中で使えるということを実感させら

れる大事な単元であるといえるだろう。 

 

 

   (6) テストについて 

 図 18を見ると，テストが楽しいと答えた児童が約 8

割まで増えている。楽しくないと答えた児童も 4人減

った。これは，「教えて考えさせる授業」の工夫によっ

て児童に自己効力感が高まった結果だと考えられる。 

 

 

 

 このようなことから，「教えて考えさせ授業」の工夫は児童の学ぶ意欲を高めることに効果的であ

ることが分かる。 

 

 

図 15 計算をすることは？ 

図 16 練習問題をすることは？ 

図 17 算数を生活で使っている？ 

図 18 テストは？ 



Ⅵ 研究の成果と今後の課題 
 

 １ 研究の成果 

(1) 「教えて考えさせる授業」の展開の工夫は，基礎的・基本的な知識及び技能の定着に有効である。

（Ｖ－4） 

(2) 「教えて考えさせる授業」の展開の工夫は，算数の授業時間を大幅にオーバーさせることなく，

単元の配当時数内で，より効率的・効果的に基礎的・基本的な知識及び技能を定着させることに有

効である。 

 

 ２ 今後の課題 

(1) 理解深化課題に挑戦する際のグループ編制は，児童間の関係を分析し，より効果的なグループ学

習になるような手立てが必要である。(Ｖ－２) 

(2) 算数に対して面倒くさい，苦手である等の意識が強い児童への配慮と手立てが必要である。 

                                        （Ｖ－５） 
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